安治川水門の概要
安治川水門は、日本で最初にできたアーチ型の水門です。

台風などで押し寄せてくる大阪湾からの高潮をせき止める働きを持っています。
安治川水門の完成は昭和45年3月。

大阪市港区弁天6丁目3-13に位置しており、
アーチ型ゲートの主水門とスイング式ゲートの副水門からなっています。

安治川水門の主水門、副水門は共に赤色をしているのが特徴です。

主水門の径間は57ｍ、副水門の径間は13.2ｍで、

航行は主水門側のみ認められているため、有効幅員は55.4ｍです。

主水門の敷居高さはO.P.-4.5ｍ、副水門はO.P.-4.0ｍです。

水門閉鎖時の天端高さは共にO.P.＋7.4ｍ。

扉体の大きさは各々、幅66.7ｍ×高さ11.9ｍ、幅14.35ｍ×高さ11.55ｍ。

重量は主水門530トン、副水門約100トンです。
閉鎖所要時間は主水門約30分、副水門約10分なので、

その他の操作を含め、閉鎖まで約50分かかります。

主水門は60kWのモータが2基、副水門は22kWのモータが2基で動いており
予備動力として500kVAの発電機が備えられています。
